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現在、高出力の緑色レーザーを実現する方法として、波長 1 µm帯のレーザーから第二高調波発

生によって緑色レーザーを得る方法が一般的である。シングルパスによる波長変換においては、周

期分極反転Mg添加定比組成 LiTaO3(PPMg:SLT)を用いて 19.0 Wという高出力緑色光が得られて

いる [1]。第二高調波発生の出力光のパワーは、非線形光学結晶が光を吸収することで生じる熱に

よって制限されている。発生した熱によって結晶内部に温度勾配が生じ、結晶が破壊されるため

であり、さらなる高出力化のためには、結晶の低吸収化が不可欠である。そのためには光吸収を

定量的に評価する手法が必要となる。我々は重力波検出器用鏡基材の評価用に開発した装置 [2]を

用いて波長変換用の結晶の光吸収の測定を行った。

このような測定を行う上で、我々は結晶中に位相整合のために施される周期分極反転 (PP)構造

に注目し、結晶の半分だけに PP構造を付したMg:SLTを用い、PP構造の有無による吸収係数の

違いを調べた。これまでに、波長 1064 nmおよび 532 nmの入射光に対し、PP構造による光吸収

の増加を示す測定結果が得られている [3, 4]。今回は、図 1に示すような同一の結晶内に２つの異

なる周期の PP構造を付したMg:SLTに対して測定を行い、PP構造による光吸収増加の可能性に

ついて、より詳細に調べた。講演では、実験の詳細と、測定結果について報告する。
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図 1: Sample.
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